
【表１】　平成１３年度決算の状況
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差　引　額歳　　　出歳　　　入会　計　区　分

７億　７７８万円２１５億２，１３４万円２２２億２，９１２万円一　般　会　計

４億５，４２１万円４６億７，０６２万円５１億２，４８３万円国民健康保険

特　

別　

会　

計

０円３億７，４３５万円３億７，４３５万円学校給食事業

３，７９０万円３９億２，４５７万円３９億６，２４７万円公共下水道事業

８９８万円６３億３，６２１万円６３億４，５１９万円老 人 保 健

２万円３，３２７万円３，３２９万円簡易水道事業

３，６６８万円２１億５，０２１万円２１億８，６８９万円介 護 保 険

登別市の平成１３年度一般会計は、歳入が２２２億２，９１２万円、
歳出が２１５億２，１３４万円、差引７億７７８万円という決算額に
なりました。
剰余金が７億円以上出ていますが、このうち繰り越した

事業のための財源が約２，２８４万円ありますので、実質的剰
余金は６億８，４９４万円ということになります。
平成１２年度から平成１３年度への繰越金が６億７，２８５万円

ありましたので、平成１３年度１年間の収支は１，２０９万円の
黒字となります（単年度収支）。
億という単位は、大きすぎてあまりピンときませんね。
そこで、登別市を小さな村に置き換えて説明することに

しましょう。
登別市には、５万４，６７３人（平成１４年３月末日現在）の

人が住んでいます。
これを『１００人の村』に置き換えて、各会計の平成１３年

度決算を見てみましょう。

▼

クリンクルセンター

【表２】　収支の状況（一般会計）

平成１３年度平成１２年度区　　　分

７億　７７８万円７億１，７４８万円歳入歳出差引額
（形式収支）

２，２８４万円４，４６３万円翌年度へ繰り
越すべき財源

６億８，４９４万円６億７，２８５万円実 質 収 支 額

１，２０９万円１億７，８７１万円単年度収支額


